
今月の表紙

大東町鳥海(興田)にある「大東バレーボール記念館」付近の防護柵

(ガードパイプ)。虹の横に描かれたのはレシーブをする瞬間のバレー

ボーラーの姿。この柵の設置時期や経緯は定かではないものの、同

記念館の建設(平成７年)に合わせてリニューアルしたと推測されます。

当時の大東町がバレーボールに力を注いだ背景とは？ (自由研究)

今年で開催11回目を迎える「イチコ

レ」こと「いちのせき市民モデルコレク

ション」。一関市にちなんだテーマに

沿って自由な表現を楽しむコンテスト

部門「イチコレ第５回コンテスト」の参加

者を募集中です。

今年のテーマは「一関が誇

る‘酒’」に決定！詳しくは下

記まで。

ideaニュースレター「イデア」

2024.９
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「実は花泉町内にもう１か所……」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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本誌「団体紹介」で紹介した「おはな

しと影絵劇の会 野の花」では、一緒に

活動する仲間を募集しています。

現在の会員は70～80代ですが、会

員の年齢、性別、居住地、経験の有

無は不問で、「影絵劇」に興味・関心

があれば誰でも入会可能です。詳しく

は下記まで。

※活動日や時間等は変更になる場合

があるため、見学を希望される方は事

前にご連絡ください。

一関市大東町でマルシェを開催した

いという思いから地元有志で令和６年

６月に「ございんマルシェ実行委員会」

を発足しました。

「市民の交流」を目的に開催するマ

ルシェで、地元の農産物、食品、工芸

品等を持ち寄り、来場者や

出店者、運営者もみんなが

楽しめる出会いの場です。

詳しくは下記まで。

「はなほこども園」

園庭一般開放

情報

「おはなしと影絵劇の会野の花」

会員募集

募集

花の駅軽トラ市＆

手づくり雑貨マルシェ

イベ

ント

イベ

ント
「イチコレ第５回コンテスト」

エントリー募集中

募集

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 53454 -53 24630 -13

花泉 11663 -9 4681 2

川崎 3174 -9 1269 -1

千厩 9537 -19 4082 -3

大東 11505 -21 4857 0

東山 5720 -14 2269 -5

室根 4265 -4 1803 2

藤沢 6922 2 2791 6

一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体 前月比

人口 106240 -127

世帯数 46382 -12

出生数 31 -1

2024年８８８８月月月月１１１１日日日日付

(2024年７月31日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

社会福祉法人ふじの実会

「創立40周年記念コンサート」

開催日時開催日時開催日時開催日時：令和６年10月５日(土)

１５時～１６時

場所場所場所場所：藤沢文化センター(縄文ホール)

出演出演出演出演：混声合唱団イーハトーヴシンガーズ

入場料入場料入場料入場料：：：：無料(要入場整理券)

問合問合問合問合＆＆＆＆申込申込申込申込：０１９１-６３-５３２１

(同法人本部事務局)

本誌「二言三言」で紹介した社会福

祉法人花泉福祉会が展開する幼保

連携型認定こども園「はなほこども園

(旧称：花泉保育園)」では、子どもたち

が自由に集まることのできる公園のよ

うな場所をイメージし、園庭を一般開

放(在籍園児以外の家庭も自由に遊

ぶことができる)しています。

月～土曜日(開園日)は９時～17時、

日・祝日(休園日)は日没ま

で、園庭内の遊具を自由

に利用できます。詳しくは

下記まで。

「ございんマルシェ」

開催＆出店者募集

イベ

ント

開催日時開催日時開催日時開催日時：２０２４年１１月２４日(日)

１０時３０分～１３時３０分

(うち、コンテスト部門は１時間程度)

場所場所場所場所：なのはなプラザ２階 特設会場

募集組数募集組数募集組数募集組数：先着２０組(年齢、性別、居住

地、経験等不問)

主催主催主催主催：一関市

いちのせき市民活動センター

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００

(いちのせき市民活動センター)

１｜二言三言｜ はなほこども園 園長 宇津野泉さん (後編)

３｜団体紹介｜ おはなしと影絵劇の会野の花

５｜地域紹介｜ 渋民11区自治会 （大東）

７｜企業紹介｜ 株式会社丸越 （花泉）

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴㊿ 地域協働体（RMO）の存在意義

９｜センターの自由研究｜ くらし調査ファイル№26 「ママさんパパさんバレー①」

清田花の駅軽トラ市開催実行委員

会では、「花の駅軽トラ市＆手づくり雑

貨マルシェ」を下記日程で開催します。

通常の軽トラ市に加え、ハンドクラフト

雑貨の販売やワークショップ、キッチン

カーなど、約30店舗(軽トラ含む)の出

店を予定しています。詳しくは下記ま

で。

日時日時日時日時：

〈第３弾〉９月１５日(日) ９時～１２時

〈第４弾〉１０月２０日(日) １０時～１５時

※第１弾～第２弾はすでに終了。

※雨天中止

場所場所場所場所：花の駅せんまや駐車場

※国道２８４号「清田テニスコート(千厩

町清田落合２-１)」向かい

問合問合問合問合：０９０-３７５８-０４６９

(事務局・千葉)

ＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬ：https://hanahokodomoen.com/

※「はなほこども園」と検索すると上位に

出てきます。

問合問合問合問合:０１９１-８２-２１６７

(はなほこども園)

開催日時開催日時開催日時開催日時：２０２４年１０月６日(日)

１０時３０分～１４時

場所場所場所場所：一関市大原市民センター

(一関市大東町大原川内５-１)

販売品目販売品目販売品目販売品目：スイーツ、農産物、手作り雑

貨、マッサージ、フリーマーケットなど

問合問合問合問合：０９０-２０２８-５９２５(事務局：岩渕)

活動日活動日活動日活動日：毎月第４日曜日

時間時間時間時間：１３時３０分～１５時３０分

場所場所場所場所：一関市山目市民センター

(一関市青葉２丁目４-５)

問合問合問合問合：０１９１-２３-５２５６(代表・鈴木)

昭和59年２月に設立し、藤沢町を中

心に事業所を複数開設する「社会福

祉法人ふじの実会」は、今年で創立

40周年を迎えました。

これを記念するとともに、地域の皆様

への感謝の気持ちを込め、「混声合唱

団イーハトーヴシンガーズ」による記念

コンサートを開催します。

公演内容や入場整理券配

布方法などの情報は、９月

20日頃までにＨＰに掲載予

定です。詳しくは下記まで。



地域の「気になる人」を対談でご紹介

第１２１回
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し

つ

つ

、

「

保

護

者

支

援

」

の

観

点

か

ら

も

、

ど

の

よ

う

に

参

加

し

て

も

ら

う

こ

と

が

良

い

の

か

練

り

直

す

よ

う

に

努

め

、

様

々

な

発

見

が

あ

り

ま

し

た

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

「

簡

素

化

＝

良

く

な

る

」

で

は

な

い

し

、

簡

素

化

す

る

と

視

点

ま

で

簡

素

化

し

て

し

ま

い

ま

す

よ

ね

。

宇

津

野

宇

津

野

宇

津

野

宇

津

野

そ

う

。

実

は

５

類

に

移

行

す

る

直

前

の

令

和

５

年

４

月

に

、

大

々

的

な

イ

ベ

ン

ト

を

し

た

ん

で

す

。

法

人

設

立

50

周

年

の

事

業

が

コ

ロ

ナ

禍

で

で

き

て

い

な

か

っ

た

の

で

、

記

念

事

業

を

す

る

こ

と

に

し

た

ん

で

す

が

、

従

来

で

あ

れ

ば

、

関

係

者

を

招

い

て

の

式

典

・

会

食

と

い

う

も

の

。

そ

う

で

は

な

く

、

み

ん

な

を

集

め

、

楽

し

め

る

も

の

に

す

る

こ

と

で

、

地

域

に

貢

献

し

よ

う

と

企

画

し

、

法

人

役

員

の

理

解

も

あ

り

実

現

し

ま

し

た

。

関

係

機

関

や

地

域

住

民

、

卒

園

児

な

ど

に

も

お

知

ら

せ

を

出

し

た

こ

と

で

、

５

０

０

人

近

く

集

ま

っ

た

ん

で

す

。

５

類

移

行

の

前

な

の

で

、

来

場

者

名

簿

を

取

る

な

ど

、

感

染

拡

大

予

防

も

し

た

の

で

、

手

間

は

か

か

り

ま

し

た

が

、

役

員

・

職

員

含

め

、

み

ん

な

が

「

楽

し

か

っ

た

」

と

言

っ

て

く

れ

て

。

こ

の

よ

う

な

直

接

関

わ

り

合

え

る

機

会

が

必

要

だ

と

実

感

で

き

ま

し

た

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

従

来

の

式

典

形

式

か

ら

「

お

ま

つ

り

」

ス

タ

イ

ル

に

す

る

と

い

う

の

も

、

あ

る

意

味

ト

ラ

ン

ス

フ

ォ

ー

メ

ー

シ

ョ

ン

で

す

よ

ね

。

宇

津

野

宇

津

野

宇

津

野

宇

津

野

や

る

の

で

あ

れ

ば

、

一

部

の

人

た

ち

の

自

己

満

足

で

は

な

く

、

い

か

に

そ

の

時

間

を

多

く

の

人

と

共

有

で

き

る

か

、

だ

と

思

う

ん

で

す

。

も

し

か

し

た

ら

、

こ

の

機

会

を

逃

せ

ば

、

も

う

二

度

と

関

わ

る

こ

と

が

で

き

な

い

人

も

い

る

か

も

し

れ

な

い

。

そ

の

御

縁

な

ど

に

感

謝

し

て

、

い

か

に

充

実

し

て

楽

し

め

る

か

…
…

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

今

、

そ

う

い

う

こ

と

を

言

っ

て

く

れ

る

人

が

い

な

い

ん

で

す

よ

ね

。

「

今

日

と

い

う

時

間

、

50

周

年

と

い

う

機

会

は

も

う

２

度

と

な

い

よ

。

だ

か

ら

で

き

る

ベ

ス

ト

を

尽

く

そ

う

」

っ

て

い

う

考

え

方

を

。

集

落

の

集

ま

り

な

ど

も

「

コ

ロ

ナ

禍

で

や

め

た

ら

楽

に

な

っ

た

ね

」

っ

て

い

う

声

が

多

い

で

す

が

、

「

今

」

と

い

う

「

今

し

か

な

い

時

間

」

も

失

っ

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

宇

津

野

宇

津

野

宇

津

野

宇

津

野

「

今

し

か

な

い

時

間

」

と

言

え

ば

、

当

園

で

は

毎

月

行

う

お

誕

生

会

に

、

当

該

園

児

の

保

護

者

が

参

加

で

き

る

ん

で

す

。

「

こ

ん

な

に

大

き

く

な

っ

た

の

ね

」

と

感

動

す

る

時

間

を

、

職

員

だ

け

で

終

わ

ら

せ

る

の

は

も

っ

た

い

な

い

な

っ

て

。

最

初

は

誕

生

会

の

み

見

て

も

ら

っ

て

ま

し

た

が

、

今

は

給

食

バ

イ

キ

ン

グ

に

も

参

加

で

き

る

よ

う

に

し

た

ん

で

す

。

園

児

た

ち

と

一

緒

に

お

ぼ

ん

を

持

っ

て

並

ん

で

も

ら

っ

て

ま

す

(

笑

)

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

確

か

に

、

自

分

の

子

ど

も

が

園

児

だ

っ

た

頃

を

振

り

返

っ

て

み

る

と

、

「

も

っ

と

見

た

か

っ

た

」

と

思

い

ま

す

よ

ね

。

運

動

会

な

ど

の

行

事

だ

け

じ

ゃ

な

く

、

そ

う

い

う

日

常

の

一

コ

マ

を

。

で

も

先

生

た

ち

か

ら

し

た

ら

、

保

護

者

が

来

る

と

い

う

の

は

、

余

計

な

気

を

使

っ

た

り

し

て

、

大

変

じ

ゃ

な

い

で

す

か

？

宇

津

野

宇

津

野

宇

津

野

宇

津

野

「

保

護

者

に

園

の

生

活

を

見

て

も

ら

っ

た

方

が

楽

だ

よ

ね

」

と

話

し

て

い

ま

す

。

園

で

の

姿

を

見

て

理

解

し

て

も

ら

え

れ

ば

、

細

や

か

に

知

ら

せ

る

労

力

が

少

な

く

な

る

し

、

保

護

者

の

支

援

に

も

な

る

し

。

「

見

せ

る

保

育

」

を

し

よ

う

と

思

う

と

辛

い

の

。

普

段

通

り

の

、

日

常

の

中

に

入

っ

て

も

ら

う

か

ら

こ

そ

良

い

、

と

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

や

っ

ぱ

り

ち

ょ

っ

と

し

た

考

え

方

の

違

い

で

す

ね

。

前

回

お

聞

き

し

た

「

お

米

と

ぎ

当

番

」

も

、

先

生

た

ち

に

と

っ

て

は

負

担

が

増

え

る

の

で

は

？

と

思

っ

て

し

ま

い

ま

す

が

。

宇

津

野

宇

津

野

宇

津

野

宇

津

野

「

今

日

は

私

が

当

番

！

」

と

張

り

切

っ

て

い

る

「

や

り

た

い

気

持

ち

の

子

」

と

一

緒

に

行

う

の

で

、

負

担

と

い

う

感

覚

は

な

い

で

す

。

給

食

当

番

は

実

情

に

応

じ

て

柔

軟

に

変

え

て

い

て

、

な

る

べ

く

外

で

遊

ば

せ

た

い

時

期

は

、

外

遊

び

の

時

間

を

優

先

し

て

、

当

番

は

置

か

な

か

っ

た

り

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

こ

れ

は

大

人

、

職

場

に

も

通

じ

る

話

で

す

ね

。

「

や

る

気

、

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

上

げ

ま

し

ょ

う

」

な

ん

て

キ

ャ

ッ

チ

フ

レ

ー

ズ

の

よ

う

に

言

う

け

ど

、

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

が

上

が

る

よ

う

な

進

め

方

、

些

細

な

目

標

を

作

る

よ

う

な

こ

と

す

ら

し

て

い

な

か

っ

た

り

。

目

標

を

作

ら

せ

た

ら

作

ら

せ

た

で

「

そ

ん

な

の

で

き

る

か

」

っ

て

抑

え

て

み

た

り

…
…
(

笑

)

宇

津

野

宇

津

野

宇

津

野

宇

津

野

み

ん

な

で

ア

イ

デ

ィ

ア

を

出

し

て

、

み

ん

な

で

創

り

上

げ

て

い

こ

う

と

い

う

意

欲

を

持

て

る

環

境

づ

く

り

は

大

事

だ

と

思

っ

て

い

ま

す

。

み

ん

な

理

屈

で

は

分

か

っ

て

る

ん

で

す

よ

、

良

く

す

る

た

め

に

は

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

サ

イ

ク

ル

が

大

事

っ

て

。

や

る

気

が

あ

れ

ば

、

実

践

は

負

担

で

は

な

い

は

ず

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

う

、

理

屈

は

分

か

っ

て

い

る

の

に

、

や

る

気

と

、

「

や

れ

る

環

境

」

が

な

い

。

そ

の

環

境

を

作

っ

て

あ

げ

る

こ

と

が

大

事

で

す

ね

。

宇

津

野

宇

津

野

宇

津

野

宇

津

野

50

周

年

記

念

事

業

が

好

評

だ

っ

た

の

で

、

４

月

に

春

祭

り

と

し

て

続

け

て

い

く

こ

と

に

し

た

ん

で

す

。

続

け

る

上

で

「

職

員

も

共

に

楽

し

む

」

と

い

う

こ

と

を

目

標

に

し

て

、

今

年

は

楽

し

み

ま

し

た

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

う

い

う

「

想

い

」

を

み

ん

な

で

共

有

で

き

て

い

る

っ

て

い

う

の

が

大

事

な

こ

と

で

す

ね

。

宇

津

野

宇

津

野

宇

津

野

宇

津

野

人

間

関

係

が

良

好

で

、

充

実

感

や

達

成

感

を

感

じ

ら

れ

、

仲

間

意

識

や

助

け

合

う

、

思

い

や

る

関

係

性

が

あ

っ

て

は

じ

め

て

、

「

変

革

」

な

ん

じ

ゃ

な

い

で

す

か

？

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

ま

さ

に

。

「

底

辺

の

と

こ

ろ

が

な

い

と

何

も

始

ま

ら

な

い

」

と

い

う

こ

と

が

、

よ

く

分

か

り

ま

し

た

。

２

/106,240

二言

三言

「「「「変革」に不可欠なものは「組織力」変革」に不可欠なものは「組織力」変革」に不可欠なものは「組織力」変革」に不可欠なものは「組織力」

～小さな「気づき」を積み重ねて～小さな「気づき」を積み重ねて～小さな「気づき」を積み重ねて～小さな「気づき」を積み重ねて【【【【後編後編後編後編】】】】～～～～

はなほこども園 園長 宇津野泉 ×××× いちのせき市民活動センター センター長 小野寺浩樹

※

１

※１ 情報誌『idea(本誌)』2024年８月号「二言三言」参照

※

２

※２ Plan(計画)、Do(実行)、Check(評価)、Action(改善)の頭文字を取ったもので、業務・事業改善等に取り組むためのフレームワーク。P→D→C→Aと、

４つのステップを順番に繰り返すことで、継続的な業務・事業改善につなげていくもの。

トランスフォーメーショントランスフォーメーショントランスフォーメーショントランスフォーメーション

年長児が和太鼓に取り組む同園。４月に開催する「はなほ

こどもまつり」では、前年度の卒園児が太鼓を披露。各種

行事には卒園児や地域住民を積極的に巻き込んでいる。

社会福祉法人花泉福祉会が展開する幼保連携型認

定こども園「はなほこども園(旧：花泉保育園)」の

園長(令和６年度より就任)。両親の経営していた同

園に事務職で20年以上関わりながら、日本保育協会

岩手県支部の事務局長はじめ、一関市総合計画審議

会委員など、様々な組織・会議でも活躍。「地域に

開かれた施設」として、保育・教育を行っている。



住所：一関市新大町145(代表・鈴木)

TEL＆FAX 0191-23-5256

写真：第40回一関市山目市民センターまつりで披

露した「アナシンと五」(令和４年)

平

成

10

年

４

月

、

現

在

の

団

体

名

へ

と

改

称

。

「

幼

い

頃

に

白

黒

テ

レ

ビ

で

見

て

い

た

影

絵

劇

の

記

憶

が

忘

れ

ら

れ

ず

、

『

お

は

な

し

の

会

』

に

『

影

絵

劇

』

を

プ

ラ

ス

し

た

」

と

い

う

鈴

木

さ

ん

は

、

「

テ

レ

ビ

で

見

た

の

は

、

人

形

が

馬

と

ポ

ニ

ー

テ

ー

ル

の

女

の

子

だ

っ

た

の

を

今

で

も

覚

え

て

い

ま

す

。

ペ

ー

プ

サ

ー

ト

(

紙

人

形

劇

)

の

よ

う

に

人

形

を

支

え

て

い

る

棒

が

見

え

て

い

る

こ

と

に

、

ど

こ

か

魅

力

を

感

じ

ま

し

た

」

と

微

笑

み

ま

す

。

10

人

程

で

結

成

し

た

同

会

で

す

が

、

手

伝

い

を

き

っ

か

け

に

会

員

に

な

る

人

や

、

そ

の

ま

ま

手

伝

い

と

し

て

参

加

す

る

人

、

時

に

は

高

校

生

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

グ

ル

ー

プ

に

応

援

を

求

め

た

り

、

「

知

人

友

人

の

力

を

借

り

な

が

ら

今

日

に

至

り

ま

す

」

と

、

周

囲

の

協

力

に

感

謝

し

な

が

ら

、

現

在

は

３

人

で

活

動

を

続

け

て

い

ま

す

。

同

会

会

員

と

し

て

10

年

以

上

活

動

す

る

松

本

牧

子

さ

ん

は

、

「

初

め

て

同

会

の

影

絵

劇

を

見

た

と

き

は

５

～

６

人

で

や

っ

て

い

る

も

の

だ

と

思

っ

て

い

ま

し

た

が

、

私

が

入

会

す

る

と

き

に

は

会

員

が

４

人

し

か

お

ら

ず

、

驚

い

た

こ

と

を

今

で

も

覚

え

て

い

ま

す

」

と

振

り

返

り

ま

す

。

20

年

以

上

活

動

す

る

会

員

の

福

西

享

子

さ

ん

は

、

「

鈴

木

さ

ん

に

誘

わ

れ

て

今

日

を

迎

え

て

い

ま

す

。

影

絵

劇

の

魅

力

を

感

じ

な

が

ら

、

同

会

の

活

動

が

外

出

の

き

っ

か

け

に

も

な

る

の

で

、

病

気

に

も

な

り

ま

せ

ん

。

出

か

け

ら

れ

る

場

所

、

用

が

あ

る

こ

と

は

大

事

で

す

」

と

笑

顔

で

話

し

ま

す

。

昔

話

を

参

考

に

物

語

を

短

く

ま

と

め

た

脚

本

づ

く

り

、

紙

や

ダ

ン

ボ

ー

ル

な

ど

身

近

に

あ

る

材

料

で

の

人

形

制

作

、

脚

本

に

合

わ

せ

た

声

の

録

音

等

、

自

己

流

で

影

絵

劇

を

創

り

上

げ

て

き

た

同

会

。

鈴

木

さ

ん

は

脚

本

づ

く

り

の

ほ

か

、

人

形

制

作

も

行

い

ま

す

。

「

既

製

品

の

人

形

だ

と

物

語

が

想

像

で

き

ず

、

気

持

ち

が

入

り

ま

せ

ん

」

と

、

同

会

は

手

作

り

に

こ

だ

わ

り

続

け

て

い

ま

す

。

人

形

の

動

作

一

つ

や

声

の

ト

ー

ン

な

ど

で

雰

囲

気

が

変

わ

る

た

め

、

手

や

顔

な

ど

の

角

度

、

台

詞

の

調

整

は

細

か

く

行

い

ま

す

。

松

本

さ

ん

は

、

「

脚

本

を

読

み

な

が

ら

声

を

録

音

し

て

、

そ

の

声

を

確

認

し

て

、

『

こ

れ

良

い

ね

』

と

か

『

こ

の

と

き

は

こ

う

し

た

ほ

う

が

良

い

』

な

ど

、

お

互

い

に

刺

激

し

合

っ

て

い

る

の

で

、

読

ん

で

い

る

う

ち

に

し

ゃ

べ

り

が

上

手

く

な

っ

て

い

く

こ

と

を

実

感

し

て

い

ま

す

」

と

笑

顔

を

見

せ

ま

す

。

声

が

か

か

れ

ば

市

民

セ

ン

タ

ー

や

地

域

の

サ

ロ

ン

、

イ

ベ

ン

ト

な

ど

へ

積

極

的

に

参

加

し

て

い

る

同

会

は

、

見

て

い

る

側

を

楽

し

ま

せ

な

が

ら

、

や

っ

て

い

る

側

も

一

緒

に

楽

し

む

こ

と

を

大

事

し

て

い

る

と

言

い

ま

す

。

影

絵

劇

の

魅

力

を

「

す

ぐ

に

で

き

な

い

こ

と

。

創

り

上

げ

て

い

く

楽

し

さ

も

あ

り

、

キ

レ

イ

に

仕

上

が

っ

た

も

の

で

は

な

く

、

創

り

上

げ

て

い

く

過

程

も

見

て

ほ

し

い

で

す

」

と

話

す

鈴

木

さ

ん

。

影

絵

劇

の

魅

力

も

伝

え

な

が

ら

、

「

思

い

出

」

の

連

鎖

を

生

ん

で

い

き

ま

す

。

福西福西福西福西 享子享子享子享子さんさんさんさん((((左左左左))))

＆＆＆＆松本松本松本松本 牧子牧子牧子牧子さんさんさんさん((((右右右右))))

鈴木鈴木鈴木鈴木 規子規子規子規子江江江江さんさんさんさん

前身の団体から代表を

務め、28年目。「この

会がここまで続くとは

思っていなかったで

す」と、立ち上げた鈴

木さん自身が驚いてい

ます。

映

し

出

さ

れ

た

人

形

の

「

影

」

の

繊

細

さ

と

、

人

形

に

合

わ

せ

て

変

幻

自

在

に

演

じ

分

け

ら

れ

た

役

者

の

表

現

力

に

、

思

わ

ず

見

入

っ

て

し

ま

う

「

影

絵

劇

」

。

25

年

以

上

活

動

を

続

け

る

「

お

は

な

し

と

影

絵

劇

の

会

野

の

花

」

が

行

う

「

影

絵

劇

」

は

、

指

を

広

げ

た

り

、

手

を

重

ね

て

表

現

す

る

「

手

影

絵

」

で

は

な

く

、

台

詞

や

歌

な

ど

に

合

わ

せ

て

紙

で

作

っ

た

「

人

形

」

を

巧

み

に

動

か

し

な

が

ら

演

じ

ま

す

。

同

会

は

、

毎

月

第

４

日

曜

日

に

定

例

活

動

を

行

い

、

人

形

の

角

度

や

位

置

、

登

場

の

タ

イ

ミ

ン

グ

な

ど

の

練

習

に

励

ん

で

い

ま

す

。

代

表

の

鈴

木

規

子

江

さ

ん

は

、

「

一

つ

の

話

を

披

露

す

る

ま

で

に

２

年

は

か

か

り

ま

す

。

発

表

は

５

分

程

な

の

で

と

て

も

儚

い

で

す

が

、

舞

台

と

一

緒

で

、

登

場

の

タ

イ

ミ

ン

グ

が

重

要

。

タ

イ

ミ

ン

グ

が

早

い

、

遅

い

、

出

方

が

悪

い

…
…

な

ど

、

細

か

な

タ

イ

ミ

ン

グ

で

印

象

が

変

わ

る

の

で

、

発

表

が

な

く

て

も

練

習

は

し

続

け

な

い

と

い

け

な

い

」

と

話

し

ま

す

。

こ

れ

ま

で

完

成

さ

せ

た

作

品

は

10

演

目

(

赤

ず

き

ん

、

三

び

き

の

や

ぎ

の

が

ら

が

ら

ど

ん

、

笠

地

蔵

な

ど

)

。

新

し

い

作

品

を

覚

え

る

間

、

過

去

に

覚

え

た

作

品

を

忘

れ

な

い

よ

う

、

練

習

の

中

に

振

り

返

り

の

機

会

も

入

れ

て

い

ま

す

。

平

成

８

年

４

月

、

30

代

(

当

時

)

の

女

性

を

中

心

に

結

成

さ

れ

た

「

お

は

な

し

の

会

野

の

花

」

が

同

会

の

前

身

。

市

外

か

ら

嫁

い

で

来

た

人

や

転

勤

で

来

た

人

も

多

く

、

友

達

づ

て

で

自

然

と

集

ま

り

、

仕

事

や

家

事

の

終

わ

っ

た

夜

間

に

集

ま

っ

て

い

ま

し

た

。

「

野

の

花

」

に

は

、

「

人

さ

え

い

れ

ば

野

っ

ぱ

ら

で

も

『

お

は

な

し

』

は

で

き

る

」

と

い

う

意

味

が

込

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

結

成

時

か

ら

代

表

を

務

め

る

鈴

木

さ

ん

は

、

「

も

と

も

と

昔

話

の

読

み

聞

か

せ

に

興

味

が

あ

っ

て

、

そ

の

気

持

ち

を

周

り

に

話

し

て

い

た

ら

、

同

じ

想

い

の

人

た

ち

が

集

ま

っ

て

、

団

体

結

成

へ

と

発

展

し

た

ん

で

す

」

と

振

り

返

り

ま

す

。

当

時

は

影

絵

劇

で

は

な

く

、

図

書

館

を

中

心

に

絵

本

や

紙

芝

居

な

ど

に

よ

る

読

み

聞

か

せ

を

行

っ

て

き

ま

し

た

が

、

３４

団体

紹介

おはなしとおはなしとおはなしとおはなしと影絵劇影絵劇影絵劇影絵劇のののの会会会会 野野野野のののの花花花花

前身となる「おはなしの会 野の花」を

平成８年４月に発足し、平成10年４月に

「おはなしと影絵劇の会 野の花」に改称。

毎月第４日曜日の定例活動(場所：一関市

山目市民センター)ほか、市民センターや

地域サロンなどのイベント出演依頼に対応。

現在の会員は３名。

「「「「

影

絵

劇

影

絵

劇

影

絵

劇

影

絵

劇

」」」」

にににに

魅魅魅魅

せ

ら

れ

せ

ら

れ

せ

ら

れ

せ

ら

れ

、、、、

魅魅魅魅

せせせせ

続続続続

け

て

け

て

け

て

け

て

日

々

の

練

習

は

一

瞬

の

発

表

の

た

め

に

- Photo gallery -gallery -

息息息息

をををを
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むむむむ

同

会

で

は

台

詞

を

録

音

す

る

こ

と

を

「

吹

き

込

み

」

と

呼

び

、

台

詞

だ

け

で

な

く

、

物

語

に

合

わ

せ

た

童

謡

を

歌

う

こ

と

も

。

舞

台

舞

台

舞

台

舞

台

のののの

裏

側

裏

側

裏

側

裏

側

にににに

潜

入

潜

入

潜

入

潜

入

同

会

で

は

「

楽

屋

」

と

呼

ん

で

い

る

裏

側

を

覗

く

と

、

物

語

の

シ

ー

ン

毎

に

作

ら

れ

た

人

形

が

床

に

ズ

ラ

リ

。

出

番

を

待

っ

て

い

ま

す

。

繰繰繰繰

りりりり

返返返返

さ

れ

る

さ

れ

る

さ

れ

る

さ

れ

る

微

調

整

微

調

整

微

調

整

微

調

整

人

形

の

ち

ょ

っ

と

し

た

角

度

な

ど

で

も

見

て

い

る

側

の

印

象

が

変

わ

る

た

め

、

物

語

の

シ

ー

ン

毎

に

調

整

・

練

習

を

重

ね

ま

す

。

10101010

年

以

上

年

以

上

年

以

上

年

以

上

、、、、

愛

用

愛

用

愛

用

愛

用

練

習

の

度

に

組

み

立

て

る

木

枠

は

、

同

会

の

活

動

を

応

援

す

る

方

が

厚

意

で

作

っ

た

も

の

。

大

切

な

大

道

具

の

一

つ

で

す

。

Ｑ.同会の自慢は？

代表代表代表代表 会員会員会員会員

手

作

り

に

こ

だ

わ

り

続

け

る

すずき きしえ ふくにし きょうこ

Ａ.和 和 和(なごやか)
Ａ.会員が同じ方向を

見ていること

幼

少

期

の

「

思

い

出

」

が

生

ん

だ

も

の

おはなしと影絵劇の会 野の花

まつもと まきこ

鈴木さんと知り合い

だったという関係から

入会したお２人。「３

人で一人前です」と笑

顔で話します。



所

は

あ

っ

た

も

の

の

、

こ

れ

を

機

に

「

従

業

員

た

ち

と

の

交

流

を

図

る

場

所

が

欲

し

い

」

と

考

え

た

同

自

治

会

は

、

国

の

補

助

金

を

活

用

し

、

若

者

等

創

作

活

動

施

設

「

渋

民

ひ

ま

わ

り

会

館

(

自

治

会

館

)

」

を

平

成

９

年

に

新

築

し

ま

す

。

「

住

民

一

人

ひ

と

り

に

輝

い

て

欲

し

い

」

と

い

う

思

い

が

込

め

ら

れ

た

愛

称

で

、

こ

の

施

設

を

拠

点

に

、

自

治

会

内

に

「

習

字

」

「

舞

踊

」

「

卓

球

」

等

の

同

好

会

が

発

足

。

舞

踊

と

卓

球

は

講

師

が

高

齢

と

な

り

現

在

活

動

休

止

中

で

す

が

、

習

字

教

室

は

現

在

も

活

動

中

で

、

ミ

ニ

文

化

祭

(

同

会

館

で

文

化

部

が

企

画

運

営

)

に

お

い

て

展

示

を

し

て

い

ま

す

。

「

ひ

ま

わ

り

子

ど

も

会

」

及

び

同

育

成

会

は

、

自

治

会

が

発

足

し

た

頃

か

ら

す

で

に

活

動

を

し

て

お

り

、

当

時

か

ら

続

け

て

い

る

夏

休

み

中

の

「

ラ

ジ

オ

体

操

」

は

、

や

り

方

を

変

え

な

が

ら

も

自

治

会

と

の

共

催

事

業

と

し

て

継

続

し

て

き

ま

し

た

。

現

在

は

、

児

童

や

そ

の

保

護

者

、

そ

し

て

自

治

会

員

な

ど

が

平

日

朝

６

時

30

分

に

ひ

ま

わ

り

会

館

前

へ

集

ま

り

、

早

朝

の

日

差

し

を

浴

び

て

朝

の

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

時

間

を

共

に

過

ご

し

ま

す

。

「

子

育

て

世

帯

の

方

々

と

は

自

治

会

と

子

ど

も

会

の

共

催

事

業

で

間

接

的

に

繋

が

っ

て

い

る

。

『

互

い

の

顔

を

知

る

・

知

っ

て

い

る

』

と

い

う

関

係

性

は

築

け

て

い

る

の

で

は

」

と

語

る

の

は

、

自

治

会

長

の

小

野

寺

悦

朗

さ

ん

で

す

。

自

治

会

未

加

入

の

ア

パ

ー

ト

住

民

児

童

ら

も

、

子

ど

も

会

に

は

属

し

て

お

り

、

自

治

会

が

子

ど

も

会

支

援

を

行

う

こ

と

で

、

自

治

会

未

加

入

の

子

育

て

世

代

層

と

も

交

流

が

図

れ

て

い

ま

す

。

行

政

区

長

で

自

治

会

副

会

長

で

も

あ

る

佐

藤

清

司

さ

ん

は

「

昔

は

地

元

に

小

学

校

も

あ

り

、

家

族

・

近

所

ぐ

る

み

で

顔

を

知

る

こ

と

が

で

き

て

い

た

。

今

は

、

子

ど

も

も

少

な

く

、

ア

パ

ー

ト

世

帯

も

あ

る

の

で

、

で

き

る

だ

け

交

流

事

業

は

継

続

し

て

い

き

た

い

で

す

ね

」

と

今

後

へ

の

意

欲

を

見

せ

ま

す

。

50

年

以

上

も

続

く

「

元

朝

参

り

」

も

交

流

事

業

の

一

つ

で

、

今

年

は

親

子

合

わ

せ

て

16

名

が

参

加

。

暗

闇

の

中

、

渋

民

八

幡

神

社

ま

で

片

道

１

・

４

㎞

を

親

子

で

歩

き

、

神

社

で

は

自

治

会

で

準

備

し

た

み

か

ん

を

食

べ

ま

す

。

ひ

ま

わ

り

会

館

前

に

設

置

す

る

冬

の

イ

ル

ミ

ネ

ー

シ

ョ

ン

も

、

20

数

年

前

か

ら

環

境

部

と

子

ど

も

会

が

合

同

で

実

施

す

る

な

ど

、

子

ど

も

会

と

の

関

わ

り

を

大

事

に

し

て

い

ま

す

。

「

な

に

か

あ

っ

た

ら

パ

ッ

と

手

伝

い

に

行

け

る

、

そ

ん

な

輪

を

広

げ

た

い

。

少

子

高

齢

化

が

進

む

か

ら

こ

そ

『

お

互

い

の

顔

を

知

る

』

こ

と

が

大

事

で

あ

り

、

ひ

ま

わ

り

の

よ

う

に

明

る

く

生

き

生

き

と

、

み

ん

な

が

互

い

を

支

え

、

『

小

さ

な

お

せ

っ

か

い

』

が

で

き

る

集

落

で

あ

り

た

い

」

と

微

笑

む

２

人

。

同

自

治

会

の

基

本

目

標

「

手

を

と

り

あ

っ

て

、

よ

り

良

い

地

域

社

会

を

め

ざ

そ

う

」

を

具

現

化

し

て

い

き

ま

す

。

渋

民

地

域

の

北

西

に

位

置

し

、

北

は

興

田

地

域

、

西

は

猿

沢

地

域

と

の

境

に

接

す

る

渋

民

11
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自

治

会

。

誘

致

企

業

(

２

社

)

や

ア

パ

ー

ト

(

２

棟

)

、

「

産

直

ふ

る

さ

と

大

東

」

も

立

地

し

ま

す

。

こ

の

産

直

の

前

身

は

、

同

自

治

会

が

集

落

内

に

２

か

所

設

置

し

た

無

人

直

売

所

(

平

成

２

年

の

「

ふ

る

さ

と

創

生

事

業

補

助

金

(

旧

大

東

町
)

」

を

活

用

)

で

、

農

業

に

従

事

す

る

高

齢

者

等

の

生

き

が

い

づ

く

り

の

一

環

で

し

た

。

自

治

会

組

織

が

発

足

し

た

正

確

な

年

代

は

不

明

(

現

在

の

会

則

は

平

成

元

年

か

ら

)

で

す

が

、

同

自

治

会

役

員

は

「

今

の

90

代

の

方

々

が

40

代

の

頃

に

は

古

い

集

会

所

が

あ

っ

た

の

で

、

50

年

以

上

前

に

は

組

織

化

さ

れ

て

い

た

の

で

は

」

と

回

想

し

ま

す

。

自

治

会

に

は

総

務

(

＝

執

行

部

)

、

体

育

、

文

化

、

生

活

環

境

、

女

性

、

納

税

、

防

災

の

7

つ

の

専

門

部

会

が

あ

る

ほ

か

、

自

治

会

以

外

に

も

組

織

・

役

が

あ

る

た

め

、

各

世

帯

が

何

か

し

ら

の

役

を

持

ち

、

か

つ

、

複

数

の

役

を

持

た

な

い

よ

う

に

(

１

世

帯

一

役

)

、

総

務

部

が

調

整

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

近

年

は

少

子

高

齢

化

の

影

響

も

あ

り

、

住

民

が

参

加

し

や

す

い

よ

う

事

業

の

見

直

し

を

図

っ

て

お

り

、

女

性

部

事

業

の

「

ひ

ま

わ

り

サ

ロ

ン

」

の

開

催

に

合

わ

せ

て

防

災

部

事

業

を

実

施

し

た

り

、

文

化

部

事

業

の

伝

承

講

座

(

以

前

は

「

ひ

ま

わ

り

子

ど

も

会

」

と

共

に

実

施

)

も

、

サ

ロ

ン

活

動

に

組

み

入

れ

て

い

ま

す

。

取

材

し

た

７

月

も

、

同

サ

ロ

ン

で

は

「

七

夕

飾

り

」

を

制

作

し

な

が

ら

、

三

升

炊

き

の

ガ

ス

炊

飯

器

を

用

い

て

の

炊

き

出

し

訓

練

や

、

模

擬

消

火

体

験

な

ど

を

実

施

。

時

代

に

合

わ

せ

て

、

柔

軟

に

事

業

を

組

み

立

て

て

い

ま

す

。

同

集

落

内

に

誘

致

さ

れ

た

企

業

(

現

在

と

は

別

企

業

)

と

親

睦

を

深

め

る

た

め

、

隣

接

す

る

猿

沢

地

域

の

新

渡

戸

自

治

会

、

当

該

企

業

２

社

の

従

業

員

と

で

「

交

流

運

動

会

」

を

開

催

(

平

成

初

頭

に

２

年

間

)

し

て

い

た

同

自

治

会

。

す

で

に

集

会

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

自治会長自治会長自治会長自治会長

小野寺小野寺小野寺小野寺 悦朗悦朗悦朗悦朗さんさんさんさん

２期４年目。副会長１

期２年を経て自治会長

に。「ゆったりと流れ、

それに見合った活動・

行動スタイルに変化」

と、同自治会をドナウ

川に例えて表現します。

金野金野金野金野 良子良子良子良子さんさんさんさん((((左左左左))))

＆＆＆＆細川細川細川細川 よりよりよりより子子子子さんさんさんさん((((右右右右))))

渋民11区自治会

５６

住

民

一

人

住

民

一

人

住

民

一

人

住

民

一

人

ひ

と

り

が

ひ

ま

わ

り

の

よ

う

に

ひ

と

り

が

ひ

ま

わ

り

の

よ

う

に

ひ

と

り

が

ひ

ま

わ

り

の

よ

う

に

ひ

と

り

が

ひ

ま

わ

り

の

よ

う

に

輝輝輝輝

い

て

い

て

い

て

い

て

各

種

役

割

の

分

担

と

事

業

の

効

率

化

- Photo gallery -gallery -

夏

休

夏

休

夏

休

夏

休

み

の

み

の

み

の

み

の

健

康

健

康

健

康

健

康

づ

く

り

に

づ

く

り

に

づ

く

り

に

づ

く

り

に

時

代

の

変

化

や

少

子

化

な

ど

で

実

施

が

難

し

く

な

っ

た

夏

休

み

の

ラ

ジ

オ

体

操

。

子

ど

も

も

保

護

者

も

ご

近

所

さ

ん

も

、

一

緒

に

１

・

２

・

３

！

も

し

も

の

も

し

も

の

も

し

も

の

も

し

も

の

備備備備

ええええ

防

災

訓

練

防

災

訓

練

防

災

訓

練

防

災

訓

練

事

業

の

見

直

し

を

経

て

、

サ

ロ

ン

と

の

合

同

開

催

。

30

名

ほ

ど

の

住

民

が

集

ま

り

模

擬

消

火

体

験

を

実

施

し

ま

し

た

。

炊

き

出

し

や

テ

ン

ト

設

営

も

。

半

世

紀

続

半

世

紀

続

半

世

紀

続

半

世

紀

続

くくくく

元

朝

参

元

朝

参

元

朝

参

元

朝

参

りりりり

元

旦

朝

６

時

、

渋

民

橋

に

集

合

し

、

渋

民

八

幡

神

社

ま

で

徒

歩

で

参

拝

。

室

根

山

か

ら

の

初

日

の

出

も

拝

み

、

一

年

の

無

事

を

祈

願

し

ま

す

。

ひ

ま

わ

り

は

ひ

ま

わ

り

は

ひ

ま

わ

り

は

ひ

ま

わ

り

は

渋

民

渋

民

渋

民

渋

民

11111111

区区区区

広

報

や

花

壇

、

サ

ロ

ン

な

ど

に

も

「

ひ

ま

わ

り

」

の

文

字

が

。

「

一

人

ひ

と

り

が

ひ

ま

わ

り

の

よ

う

に

輝

い

て

」

と

い

う

思

い

を

込

め

て

い

ま

す

。

地域

紹介

渋民渋民渋民渋民11111111区自治会区自治会区自治会区自治会((((渋民渋民渋民渋民))))

行政区は渋民11区。91世帯205人(11世帯11

人は外国人)が暮らす。内、自治会加入は52

世帯(５班体制)。65歳以上の割合は渋民地域

の中で一番低い36.6％。子育て世帯等が入居

するアパートがあり、「ひまわり子ども会」

を通し、児童やその保護者との交流がある。

交

流

の

拠

点

「

渋

民

ひ

ま

わ

り

会

館

」

の

誕

生

と

活

用

「

子

ど

も

会

」

を

支

援

し

、

顔

の

見

え

る

関

係

へ

おのでら えつろう こんの りょうこ

Ａ.たくましい女性

たおやかな男性

Ａ.皆んなが協力的な

11区です

左の写真：女性部主催「ひまわりサロン」の集合写真

(令和６年７月)

女性部長女性部長女性部長女性部長・・・・副部長副部長副部長副部長

大東

※

１

一

関

市

社

会

福

祉

協

議

会

登

録

の

サ

ロ

ン

活

動

で

は

な

く

、

自

治

会

独

自

で

開

催

。

年

８

回

程

開

催

。

ともに２期３年目。ひ

まわりサロンの開催案

内は可愛いイラスト入

りのチラシを手書きで

作成しています。

※

１

※

２

ほそかわ よりこ

※

２

同

自

治

会

で

は

慣

例

的

に

行

政

区

長

が

自

治

会

副

会

長

(

２

名

の

う

ち

の

一

人

)

を

担

う

。



株

式

会

社

丸

越

の

初

代

は

、

兄

弟

た

ち

と

個

人

事

業

主

と

し

て

昭

和

28

年

か

ら

長

崎

県

で

「

生

姜

販

売

」

を

ス

タ

ー

ト

し

、

自

身

は

東

北

に

行

商

へ

。

そ

の

中

で

東

北

に

お

け

る

生

姜

販

売

の

可

能

性

を

感

じ

、

花

泉

町

(

当

時

)

に

東

北

営

業

所

を

開

設

(

昭

和

45

年

)

し

ま

す

。

東

北

営

業

所

へ

の

工

場

併

設

、

冷

蔵

施

設

や

貯

蔵

施

設

の

拡

張

を

経

て

、

平

成

５

年

に

は

生

姜

の

み

な

ら

ず

、

全

国

各

地

(

地

元

含

め

)

の

青

果

物

の

取

り

扱

い

を

開

始

し

、

パ

ッ

ク

包

装

等

に

も

対

応

。

翌

年

に

は

法

人

化

(

独

立

)

し

ま

し

た

。

ま

た

、

「

有

機

栽

培

の

国

内

産

生

姜

や

に

ん

に

く

が

無

い

」

こ

と

に

着

目

す

る

と

、

小

分

け

業

者

お

よ

び

生

産

工

程

管

理

者

の

有

機

Ｊ

Ａ

Ｓ

認

証

を

取

得

。

試

験

栽

培

を

経

て

、

平

成

17

年

、

藤

沢

町

(

当

時
)

に

自

社

農

園

を

立

ち

上

げ

る

と

、

生

姜

・

に

ん

に

く

の

有

機

栽

培

を

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。

「

農

産

物

は

、

作

る

土

地

・

自

然

環

境

、

そ

し

て

そ

こ

に

生

産

者

の

思

い

も

加

わ

り

『

味

』

や

『

安

心

感

』

と

い

う

も

の

が

生

ま

れ

ま

す

。

生

産

者

と

一

緒

に

、

水

や

土

、

肥

料

な

ど

に

つ

い

て

話

し

合

い

な

が

ら

『

食

づ

く

り

』

の

サ

ポ

ー

ト

を

し

て

い

ま

す

」

と

、

同

社

常

務

取

締

役

の

片

平

忠

明

さ

ん

は

語

り

ま

す

。

同

社

で

は

、

パ

ッ

ク

品

と

し

て

出

荷

で

き

な

い

原

料

も

無

駄

に

す

る

こ

と

な

く

、

衛

生

管

理

シ

ス

テ

ム

を

備

え

た

専

門

工

場

で

一

次

加

工

(

１

０

０

％

無

添

加

・

無

着

色

。

不

純

物

な

し

)

し

、

食

品

工

場

や

外

食

産

業

、

小

売

業

者

等

の

ニ

ー

ズ

に

合

わ

せ

て

小

ロ

ッ

ト

か

ら

販

売

し

て

い

ま

す

。

冷

蔵

施

設

や

貯

蔵

施

設

、

低

温

倉

庫

等

の

施

設

も

充

実

し

て

お

り

、

生

姜

や

に

ん

に

く

を

中

心

に

、

全

国

の

生

産

者

等

か

ら

仕

入

れ

た

各

種

青

果

物

、

農

産

加

工

品

を

「

通

年

安

定

し

て

取

り

扱

う

こ

と

が

で

き

る

」

と

い

う

こ

と

が

、

同

社

の

強

み

で

す

。

農

福

連

携

事

業

と

し

て

「

社

会

福

祉

法

人

平

成

会

」

の

利

用

者

を

施

設

外

就

労

と

し

て

受

け

入

れ

て

い

る

同

社

(

現

在

20

人

)

。

「

細

か

な

作

業

を

担

っ

て

く

れ

て

い

ま

す

。

農

業

の

現

場

で

働

き

、

土

や

新

鮮

な

農

産

物

に

触

れ

て

五

感

を

刺

激

す

る

こ

と

で

、

心

の

安

定

に

つ

な

が

る

よ

う

で

す

。

今

後

も

農

福

連

携

事

業

は

継

続

し

、

互

い

に

学

び

を

得

て

い

け

れ

ば

」

と

、

片

平

さ

ん

。

現

在

、

同

社

の

従

業

員

は

約

１

５

０

人

(

内

24

人

が

長

崎

支

店

)

で

、

平

均

年

齢

は

40

代

後

半

。

「

地

元

農

家

の

農

産

物

(

ピ

ー

マ

ン

、

リ

ン

ゴ

等

)

の

買

受

も

し

て

い

る

た

め

、

ぜ

ひ

、

若

い

世

代

に

も

、

地

元

農

産

物

の

取

り

扱

い

や

食

に

ま

つ

わ

る

安

全

・

衛

生

に

興

味

を

持

っ

て

も

ら

い

た

い

」

と

、

若

手

人

材

確

保

に

も

意

欲

を

見

せ

る

と

同

時

に

、

安

心

安

全

な

食

材

を

全

国

各

地

に

提

供

し

続

け

る

た

め

に

、

人

手

不

足

を

補

う

自

動

化

や

効

率

化

を

考

え

た

機

材

の

導

入

も

検

討

し

て

い

ま

す

。

生

産

現

場

と

直

に

つ

な

が

る

こ

と

に

よ

り

「

安

全

」

で

「

お

い

し

い

」

青

果

物

を

全

国

に

提

供

す

る

同

社

。

生

産

者

や

品

目

な

ど

を

絞

り

込

ん

で

産

地

契

約

を

結

び

、

ニ

ー

ズ

に

合

わ

せ

て

全

国

に

送

り

出

し

て

お

り

、

そ

の

販

路

は

全

国

に

３

０

０

社

以

上

あ

り

ま

す

。

天

候

等

で

収

穫

高

が

左

右

さ

れ

る

青

果

物

を

、

同

社

の

強

み

で

あ

る

加

工

冷

凍

等

の

一

次

加

工

を

取

り

入

れ

る

こ

と

で

、

安

定

的

に

消

費

者

へ

安

全

・

安

心

を

届

け

ま

す

。

花泉

７

企業

紹介
全国各地から各種青果物・農産加工品を仕入れ、青果として卸せないものは

加工し、食品工場やスーパー、個人飲食店等の外食産業に販売するなど、青果

物および食品の流通加工を行う。旧本社の創業は昭和28年(長崎県諫早市)で、

地元の４兄弟が生姜販売を開始。四男(初代)は、当時の花泉町に東北営業所を

開設(昭和45年)、同営業所は事業拡大に伴い「株式会社丸越」として法人化(平

成６年)。同年、本社所在地を現住所に移し、旧本社を長崎支店と改める。初代

に後継者がいなかったことから、事業継続のため遠藤商事株式会社(代表取締

役・遠藤靖彦氏(※))のグループ傘下となり(平成20年)、現在もこだわりの青果物

を全国に流通させている。※山形県本社の石油関連企業。М＆Ａにより株式100％取得。

「「「「安心安心安心安心・・・・安全安全安全安全」」」」なななな青果物青果物青果物青果物をををを「「「「安定安定安定安定してしてしてして」」」」消費者消費者消費者消費者へへへへ

有

機

栽

培

や

無

添

加

等

、

農

産

物

へ

の

こ

だ

わ

り

を

持

っ

て

１

青果物の選別作業。この後、顧客

ニーズに合わせ、小分けパックに。

DATA

〒029-3102

一関市花泉町金沢字運南田171-1
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毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第66666666話話話話

今月のテーマ

貯蔵施設内には全国各地の青

果物が並ぶ。

常務取締役の片平忠明さんと自

社製品。

「「「「見えない見えない見えない見えない」」」」部分にこそ部分にこそ部分にこそ部分にこそ、、、、大事な役割大事な役割大事な役割大事な役割

地域企業の理念にせまります。

８

従

業

員

と

消

費

者

、

ど

ち

ら

も

大

切

に

地域運営の落とし穴
地域協働体（RMO）の存在意義

２

３

５０
株式会社丸越

コロナ禍で書面開催が増えていた各種組織の「総会」ですが、今年度は、ほとんどが対面での開催に戻ったの

ではないでしょうか。私たちも地域協働体の総会にいくつかご案内いただき、出席させていただきました。総会

資料で１年間の事業を振り返る時間は、新年度を迎えるにあたり、気持ちが引き締まる思いになる瞬間でもあり

ます。決算や事業報告の資料作成に携わる事務局さんたちへの労いの気持ちも忘れてはいけませんね。

一関市内では、地域協働体(RMO)の設立から10年程度の時間の経過があり(設立時期は地域ごとに異なるので、

12年が経過している協働体も)、その存在は少しずつ定着してきているようです。一方で、「地域協働体って

何？」と言う住民がいることも事実。そのことを気にかける役員等からは、「住民に認めてもらえる地域協働体

にならなければいけない」という焦りや、切迫した言葉が出てくることもしばしば。この気持ち、ものすごく共

感できます。

共感できるのですが、「住民に認められるために何をしようか？」と焦って、「住民が喜ぶ事業をしよう！」

と発想してしまうのは、どうなのでしょうか？「事業」は地域協働体の大事な一部分ではあるものの、「目に見

える事業」に関しては、結果的に住民の負担が増えてしまう可能性も。また、「何をしたら喜んでもらえる・参

加してもらえるのか？」と、‘ニーズ把握’に頭を悩ませ、ニーズを探れば探るほど泥沼にはまっていく‘ニー

ズ把握の困難’という課題に直面してしまう様子も見受けられます。

他のRMOの事例を検索すると、配食サービスや移動支援などの福祉活動、子ども支援や小商いといった事業が

多数出てきますが、「「「「事業事業事業事業をするをするをするをする側側側側」」」」とととと「「「「サービスをサービスをサービスをサービスを受受受受けるけるけるける側側側側」」」」がががが両想両想両想両想いいいいにならないと、実現が難しいものばか

り。せっかく良かれと思ってやってみても、利用されないようでは、住民が喜ぶ事業とは言えず、負担ばかりが

増えるだけです。「継続は力なり」ではあるのですが、継続するものをいくつも抱えてしまうことにより、事業

過多になってしまい、本来RMO(地域協働体)が担うべき地域地域地域地域のののの状況状況状況状況やややや課題課題課題課題をををを把握把握把握把握するするするする機能機能機能機能が低下してしまいます。

‘イベント事業’は、住民に直接関係し、‘協働体が動いている’ということを分かりやすく伝えることには

なりますが、‘‘‘‘コーディネートコーディネートコーディネートコーディネート事業事業事業事業’’’’こそこそこそこそ、、、、‘‘‘‘住民住民住民住民にはにはにはには見見見見えないけれどえないけれどえないけれどえないけれど、、、、地域地域地域地域のののの将来将来将来将来のためにはのためにはのためにはのためには大事大事大事大事なななな動動動動きききき’’’’で

す。例え見えなくても、‘‘‘‘「「「「取取取取りりりり組組組組むことにむことにむことにむことに対対対対してしてしてして自信自信自信自信をををを持持持持つつつつ」」」」というというというという勇気勇気勇気勇気’’’’を出すことが必要です。

自信を持ちきれない背景には、「地域点検」などを行い、行政等への提言活動などをしているにも関わらず、

‘‘‘‘話話話話しししし合合合合いのいのいのいの成功体験成功体験成功体験成功体験’’’’や‘‘‘‘繋繋繋繋ぐぐぐぐ成功体験成功体験成功体験成功体験’’’’ができていないこと、があるように思います。

地域協働体に課題の把握や話し合いを求めても、その課題解決に関係各所が関わらなければ、「課題を把握し

解決策を提言しただけ」で止まってしまい、地域協働体が自信喪失になるのも当然のこと。地域協働体地域協働体地域協働体地域協働体でしっかでしっかでしっかでしっか

りりりり議論議論議論議論したしたしたした上上上上でででで、、、、関係各所関係各所関係各所関係各所ともともともとも話話話話しししし合合合合いができるいができるいができるいができる状況状況状況状況をををを創創創創りりりり出出出出すすすす。そこで関わった関係各所関係各所関係各所関係各所がががが、、、、「「「「地域地域地域地域のののの意見意見意見意見」」」」

としてとしてとしてとして、、、、話話話話しししし合合合合われたわれたわれたわれた内容内容内容内容をピックアップをピックアップをピックアップをピックアップしてあげることが、地域協働体の自信に繋がっていくことでしょう。

地域協働体地域協働体地域協働体地域協働体のののの動動動動きがきがきがきが住民住民住民住民にににに見見見見えなくてもえなくてもえなくてもえなくても、、、、見見見見えないところでえないところでえないところでえないところで頑張頑張頑張頑張るのがるのがるのがるのが地域協働体地域協働体地域協働体地域協働体です。そこに関わる住民が

議論に参加し、何気ない世間話の中で、「そのことは地域協働体で話し合っているから」と共有してくれる状況

がつくれたらベストではないかと思います。「見えないところで頑張っているんだね」という認識になるのでは

ないでしょうか。地域協働体は、住民に直接関係することもあれば、住民ではなく、役職者に関係することもあ

ります。地域協働体に関わって、初めてその存在意義に気づくこともあるでしょう。何何何何をしているかをしているかをしているかをしているか分分分分かるようかるようかるようかるよう

でででで分分分分かりにくいかりにくいかりにくいかりにくい、、、、見見見見えるようでえるようでえるようでえるようで見見見見えにくいえにくいえにくいえにくい、、、、それがそれがそれがそれが「「「「コーディネートコーディネートコーディネートコーディネート機能機能機能機能」」」」のののの役割役割役割役割でありでありでありであり、、、、宿命宿命宿命宿命なのです。

いさはや

ある地域で議論が紛糾した際、「俺たちは、金を払って話し合いをし

ているんだ！」という発言がありました。会費会費会費会費をををを払払払払ってってってって議論議論議論議論にににに参加参加参加参加しししし、、、、

‘‘‘‘見見見見えないところでえないところでえないところでえないところで地域地域地域地域のためにのためにのためにのために頑張頑張頑張頑張っているっているっているっている場面場面場面場面’’’’の象徴的な発言

だったと今でも鮮明に覚えています。

‘‘‘‘人人人人がががが多多多多かったかったかったかった時代時代時代時代’’’’からからからから、、、、今後今後今後今後のののの‘‘‘‘人人人人がががが少少少少なくなるなくなるなくなるなくなる時代時代時代時代’’’’にににに向向向向けてのけてのけてのけての

「「「「システムのシステムのシステムのシステムの再構築再構築再構築再構築」」」」のためにのためにのためにのために、、、、「「「「コーディネートするコーディネートするコーディネートするコーディネートする」」」」ことことことことがががが「「「「地域地域地域地域

協働体協働体協働体協働体のののの存在意義存在意義存在意義存在意義」」」」だと考えています。

行政側の認
識も揃えて
いくため、各
支所地域協
働係が集合
する機会を
年数回持ち、
情報・意見
交換を行っ
ています。
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す

。

現

在

で

は

地

域

振

興

事

業

の

よ

う

な

位

置

づ

け

で

す

が

、

当

初

は

「「「「

農

夫

農

夫

農

夫

農

夫

(( ((

婦婦婦婦)) ))

症

対

策

症

対

策

症

対

策

症

対

策

」」」」

が

目

的

だ

っ

た

の

で

す

。

大

東

町

の

中

で

の

先

駆

け

は

興

田

地

区

興

田

地

区

興

田

地

区

興

田

地

区

で

し

た

。

当

時

は

公

民

館

主

催

の

「「「「

婦

人

婦

人

婦

人

婦

人

学

級

学

級

学

級

学

級

」」」」

が

頻

繁

に

開

催

さ

れ

て

お

り

、

農

村

女

性

の

抱

え

る

課

題

に

向

き

合

う

中

で

「

農

夫

症

」

に

関

す

る

話

題

も

。

そ

こ

か

ら

、

当

時

人

気

上

昇

中

の

ス

ポ

ー

ツ

で

あ

り

、

農

夫

症

予

防

・

解

消

に

も

つ

な

が

る

と

話

題

に

な

っ

て

い

た

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

に

取

り

組

ん

で

み

よ

う

と

い

う

機

運

が

。

ま

た

、

大

東

町

で

は

、

農

業

に

携

わ

る

人

の

農

夫

症

予

防

対

策

と

、

集

落

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

醸

成

の

一

環

と

し

て

「

ス

ポ

ー

ツ

」

を

推

奨

す

べ

く

、

昭

和

32

年

、

計

７

名

の

「「「「

体

育

指

導

員

体

育

指

導

員

体

育

指

導

員

体

育

指

導

員

」」」」

を

委

嘱

し

ま

す

。

農

作

業

の

合

間

に

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

を

用

い

て

全

身

運

動

を

す

る

農

家

婦

人

が

増

え

始

め

た

昭

和

40

年

前

後

、

体

育

指

導

員

ら

は

「「「「

家

庭

家

庭

家

庭

家

庭

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

」」」」

導

入

の

先

進

地

に

視

察

研

修

へ

。

興

田

地

区

担

当

の

体

育

指

導

員

が

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

経

験

者

だ

っ

た

こ

と

も

あ

り

、

婦

人

会

婦

人

会

婦

人

会

婦

人

会

とととと

協

力

協

力

協

力

協

力

しししし

な

が

ら

な

が

ら

な

が

ら

な

が

ら

、、、、

競

技

競

技

競

技

競

技

と

し

て

の

と

し

て

の

と

し

て

の

と

し

て

の

「「「「

家

庭

家

庭

家

庭

家

庭

バ

レ

ー

バ

レ

ー

バ

レ

ー

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

ボ

ー

ル

ボ

ー

ル

ボ

ー

ル

」」」」

をををを

普

及

普

及

普

及

普

及

し

て

い

こ

う

し

て

い

こ

う

し

て

い

こ

う

し

て

い

こ

う

と

い

う

運

び

に

。

こ

う

し

て

興

田

地

区

を

筆

頭

に

、

大

東

町

の

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

文

化

が

築

か

れ

て

い

く

の

で

す

。

「

農

夫

症

」

は

、

農

業

に

従

事

す

る

婦

人

に

症

状

が

現

れ

る

こ

と

か

ら

、

当

初

は

「

農

婦

病

」

と

さ

れ

て

お

り

、

農

業

労

働

力

の

不

足

か

ら

農

婦

が

過

重

労

働

と

な

り

、

血

清

蛋

白

の

低

下

を

は

じ

め

様

々

な

異

常

等

が

原

因

と

な

り

、

肩

こ

り

、

後

頭

部

の

圧

迫

感

、

胃

部

や

四

肢

の

疼

痛

や

貧

血

症

状

が

現

れ

る

こ

と

を

言

い

ま

す

。

昭

和

27

年

の

第

１

回

農

村

医

学

会

で

、

「

農

婦

だ

け

で

な

く

、

男

性

や

若

者

に

も

同

様

の

症

状

が

み

ら

れ

る

こ

と

と

、

疾

病

と

い

う

よ

り

『

症

候

群

』

と

み

な

す

べ

き

で

あ

る

」

こ

と

な

ど

を

理

由

に

、

「

農

婦

病

」

に

代

え

て

「

農

夫

症

」

と

い

う

呼

称

が

提

さ

れ

ま

し

た

。

現

代

で

も

、

医

学

用

語

と

し

て

は

「

農

夫

症

」

と

呼

ば

れ

、

農農農農

家家家家

やややや

農

作

業

農

作

業

農

作

業

農

作

業

にににに

従

事

従

事

従

事

従

事

す

る

す

る

す

る

す

る

中

年

以

降

中

年

以

降

中

年

以

降

中

年

以

降

のののの

男男男男

女女女女

にににに

多多多多

くくくく

見見見見

ら

れ

る

ら

れ

る

ら

れ

る

ら

れ

る

「「「「

肩肩肩肩

こ

り

こ

り

こ

り

こ

り

、、、、

腰

痛

腰

痛

腰

痛

腰

痛

、、、、

手

足

手

足

手

足

手

足

の

し

び

れ

の

し

び

れ

の

し

び

れ

の

し

び

れ

、、、、

夜

尿

夜

尿

夜

尿

夜

尿

、、、、

息

切

息

切

息

切

息

切

れ

な

ど

れ

な

ど

れ

な

ど

れ

な

ど

」」」」

のののの

症

候

群

症

候

群

症

候

群

症

候

群

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

で

は

な

ぜ

農

夫

症

に

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

が

有

効

と

さ

れ

る

の

で

し

ょ

う

か

。

そ

の

確

か

な

医

学

的

根

拠

は

見

つ

け

ら

れ

ま

せ

ん

で

し

た

が

、

大

東

町

で

は

「「「「

腰腰腰腰

をををを

伸伸伸伸

ば

し

ば

し

ば

し

ば

し

た

り

た

り

た

り

た

り

、、、、

肩肩肩肩

をををを

動動動動

か

す

こ

と

な

ど

が

か

す

こ

と

な

ど

が

か

す

こ

と

な

ど

が

か

す

こ

と

な

ど

が

多多多多

い

ス

い

ス

い

ス

い

ス

ポ

ー

ツ

で

あ

り

ポ

ー

ツ

で

あ

り

ポ

ー

ツ

で

あ

り

ポ

ー

ツ

で

あ

り

、、、、

庭

先

庭

先

庭

先

庭

先

で

も

で

き

る

こ

と

で

も

で

き

る

こ

と

で

も

で

き

る

こ

と

で

も

で

き

る

こ

と

か

ら

か

ら

か

ら

か

ら

、、、、

農

夫

症

農

夫

症

農

夫

症

農

夫

症

な

ど

の

な

ど

の

な

ど

の

な

ど

の

予

防

予

防

予

防

予

防

にににに

役

立

役

立

役

立

役

立

つつつつ

」」」」

と

し

て

い

ま

す

。

労

働

省

(

現

・

厚

生

労

働

省

)

婦

人

少

年

局

が

昭

和

41

年

に

発

行

し

た

報

告

書

で

は

、

農

家

婦

人

の

「「「「

過

労

過

労

過

労

過

労

防

止

対

策

防

止

対

策

防

止

対

策

防

止

対

策

」」」」

を

紹

介

す

る

中

で

、

そ

の

他

の

項

目

に

「「「「

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

等等等等

ス

ポ

ー

ツ

ス

ポ

ー

ツ

ス

ポ

ー

ツ

ス

ポ

ー

ツ

のののの

導

入

導

入

導

入

導

入

」」」」

と

い

う

事

例

記

載

が

あ

り

、

昭

和

54

年

発

行

の

文

献

に

は

、

「「「「

か

が

み

か

が

み

か

が

み

か

が

み

姿姿姿姿

勢勢勢勢

のののの

多多多多

いいいい

農

村

農

村

農

村

農

村

のののの

人

々

人

々

人

々

人

々

にににに

対対対対

す

る

す

る

す

る

す

る

指

導

指

導

指

導

指

導

とととと

し

て

し

て

し

て

し

て

、、、、

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

運

動

運

動

運

動

運

動

をををを

取取取取

りりりり

上上上上

げげげげ

るるるる

地

域

地

域

地

域

地

域

がががが

多多多多

いいいい

」」」」

と

い

う

記

述

が

。

昭

和

40

年

代

以

降

、

農

夫

症

対

策

と

し

て

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

を

取

り

入

れ

た

農

村

部

が

複

数

あ

っ

た

こ

と

が

伺

え

ま

す

。

センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
89898989

昭和40年前後から当市においても旧町村や地区単位で取り組まれてきたバレーボー

ル。旧千厩町では昭和35年に「千厩町バレーボール協会」が発足し、旧室根村では昭

和40年に「第１回家庭バレーボール競技大会」が開催されています。中でも旧大東町

においては、昭和42年に「「「「大東町家庭大東町家庭大東町家庭大東町家庭バレーボールバレーボールバレーボールバレーボール規則規則規則規則」」」」が定められて以降、県内屈

指の「「「「バレーボールのバレーボールのバレーボールのバレーボールの町町町町」」」」となっていきます。その背景や歴史を辿りながら「「「「大東町大東町大東町大東町

のバレーボールのバレーボールのバレーボールのバレーボール文化文化文化文化」」」」を紐解きます。※記載内容はあくまでも当センター独自調査の結果です。

10 ９

■■■■

大

東

町

大

東

町

大

東

町

大

東

町

と

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

と

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

と

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

と

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

※１ 岩手県町村会(1981)『まちづくりむらづくり－事例集－』

※２ 労働省婦人少年局(1966)『婦人関係参考資料第72号 最近の農村婦人の実情と問題点 昭和40年農村婦人問題連絡協議会から』

全国的な動きも背景に、興田地

区から大東全域に広がった「家庭

バレーボール」。その歴史に携

わった方々に当時の話を聞かせて

いただきながら、バレーボールが

「文化」となっていく過程を深堀

り(今月号では昭和時代、次号で

平成以降)しました！

大東町ママさん・パパさん大東町ママさん・パパさん大東町ママさん・パパさん大東町ママさん・パパさん

バレーボール大会バレーボール大会バレーボール大会バレーボール大会のののの

歴史を深堀りしてみた①歴史を深堀りしてみた①歴史を深堀りしてみた①歴史を深堀りしてみた①

■■■■

「「「「

農

夫

症

農

夫

症

農

夫

症

農

夫

症

」」」」

と

は

と

は

と

は

と

は

※

１

※

２

※

３

「東洋の魔女」が影響か……∰
昭和36年、全日本女子バレーが欧州遠征で24連勝し

「「「「東洋東洋東洋東洋のののの魔女魔女魔女魔女」」」」と称されます。３年後の東京東京東京東京オリンピッオリンピッオリンピッオリンピッ

ククククでは、ソビエト連邦(現ロシア連邦)チームを破り、日本日本日本日本

がががが金金金金メダルをメダルをメダルをメダルを獲得獲得獲得獲得！一躍人気スポーツとなったバレー

ボールは、国民スポーツとして浸透し、各地で「「「「ママさママさママさママさ

んバレーんバレーんバレーんバレー」」」」の講習会、試合等が開かれるように。そうし

た全国的なバレーボール熱により、昭和昭和昭和昭和45454545年年年年にはにはにはには「「「「第第第第１１１１

回全国家庭婦人回全国家庭婦人回全国家庭婦人回全国家庭婦人バレーボールバレーボールバレーボールバレーボール大会大会大会大会」」」」がががが開催開催開催開催されたのです。

当時、戦後の困窮した生活を再建させる担い手として

積極的な活動を期待されてきた各地の「「「「婦人会婦人会婦人会婦人会」」」」に

とって、女子バレー選手の活躍は、大きな刺激・話

題となり、「「「「農夫症農夫症農夫症農夫症」」」」をををを切切切切りりりり口口口口にににに、、、、バレーボールにバレーボールにバレーボールにバレーボールに取取取取りりりり

組組組組むむむむ機運機運機運機運・チャンスにつなげていったのかも・チャンスにつなげていったのかも・チャンスにつなげていったのかも・チャンスにつなげていったのかもしれません。

昭和

30年

２町３村が合併し、「大東町」誕生。旧町村毎に

「地区体育協会」も発足

昭和

31年

「大東町体育協会連合会」発足

翌年、大東町が体育指導員を計７名委嘱

昭和

39年

・東京オリンピックで日本女子がバレーボール金メ

ダル獲得。全国的なバレーボールブームバレーボールブームバレーボールブームバレーボールブーム到来。

・(ブームを受け？)農夫症を訴える人に対し、農作農作農作農作

業業業業のののの合間合間合間合間にににに気軽気軽気軽気軽にできるバレーボールにできるバレーボールにできるバレーボールにできるバレーボール((((全身運動全身運動全身運動全身運動))))

がががが推奨推奨推奨推奨される

昭和

41年

興田体育協会主催興田体育協会主催興田体育協会主催興田体育協会主催の「「「「第第第第１１１１回家庭回家庭回家庭回家庭バレーボールバレーボールバレーボールバレーボール

大会大会大会大会」」」」が開催される(会場：興田公民館の庭)

昭和

42年

体育指導員らが中心となり「「「「大東町家庭大東町家庭大東町家庭大東町家庭バレーバレーバレーバレー

ボールボールボールボール競技規則競技規則競技規則競技規則」」」」が定められる

昭和

43年

大東町体育協会連合会主催大東町体育協会連合会主催大東町体育協会連合会主催大東町体育協会連合会主催の「「「「第第第第１１１１回大東町婦回大東町婦回大東町婦回大東町婦

人人人人バレーボールバレーボールバレーボールバレーボール大会大会大会大会」」」」開催(会場は地区持ち回り)

昭和

44年

「家庭バレーボール」を普及させるため、大会大会大会大会のののの様様様様

子子子子をををを８８８８ミリビデオでミリビデオでミリビデオでミリビデオで撮影撮影撮影撮影しししし、、、、集落集落集落集落でででで鑑賞鑑賞鑑賞鑑賞した(姑さん

に理解してもらう狙いもあった)。

昭和

48年

・「大東町婦人バレーボール大会」の名称を「「「「大東大東大東大東

町町町町ママさんバレーボールママさんバレーボールママさんバレーボールママさんバレーボール大会大会大会大会」」」」にににに変更変更変更変更

・「「「「第第第第１１１１回大東町回大東町回大東町回大東町パパさんバレーボールパパさんバレーボールパパさんバレーボールパパさんバレーボール大会大会大会大会」」」」開催開催開催開催

昭和

50年

参加チーム増大により、大東中学校校庭大東中学校校庭大東中学校校庭大東中学校校庭と大東大東大東大東

グランドグランドグランドグランド(現大東野球場)に会場会場会場会場をををを固定固定固定固定

昭和

51年

「大東町ママさん・パパさんバレーボール大会」の

参加参加参加参加チームがチームがチームがチームが100100100100チームチームチームチームをををを超超超超えるえるえるえる

平成

元年

大東町のバレーボールに関する取組が「「「「朝日体朝日体朝日体朝日体

育賞育賞育賞育賞((((朝日新聞社朝日新聞社朝日新聞社朝日新聞社))))」」」」受賞受賞受賞受賞

高度経済成長期となり、男性が都市部に出稼ぎに。女性女性女性女性がががが家家家家をををを任任任任ささささ

れれれれ、、、、農業農業農業農業にににに従事従事従事従事することがすることがすることがすることが増増増増えたえたえたえたため、農夫症問題農夫症問題農夫症問題農夫症問題がががが顕在化顕在化顕在化顕在化する。

当時のスポーツは、野球等、男性中心。女性がスポーツや運動をす

る機会は年１回の地区民運動会くらい。そのため「「「「農夫症解消農夫症解消農夫症解消農夫症解消といといといとい

うううう大義名分大義名分大義名分大義名分のののの元元元元にににに、、、、婦人会婦人会婦人会婦人会でもでもでもでも積極的積極的積極的積極的にににに取取取取りりりり組組組組んだんだんだんだ」」」」という背景も。

昭和30年代、当時の文部省は「「「「体力体力体力体力づくりをづくりをづくりをづくりを進進進進めていめていめていめてい

きましょうきましょうきましょうきましょう」」」」という動きをしており(昭和33年に文部省に

体育局が復活したため)、社会教育社会教育社会教育社会教育やややや社会体育社会体育社会体育社会体育をををを担担担担うううう公民公民公民公民

館館館館にもにもにもにも働働働働きかけきかけきかけきかけがありました。

そこで、興田公民館の館長だった金野冨夫さんが先進

事例などを元に、ブームとなっていたバレーをすぐにブームとなっていたバレーをすぐにブームとなっていたバレーをすぐにブームとなっていたバレーをすぐに取取取取

りりりり入入入入れたれたれたれたんです。

興田地区の体育指導員・佐藤守正さんが高校時代にバ

レーをしていたことも幸いし、興田での普及が進みまし

た。教育委員会の千葉浩朗さんも立役者の一人。興田で

「第１回家庭バレーボール大会」を開催するにあたって

は、ルールなどのルールなどのルールなどのルールなどの説明説明説明説明をするをするをするをする講習会講習会講習会講習会やややや練習会練習会練習会練習会もももも開催開催開催開催され

ましたね。体育指導員体育指導員体育指導員体育指導員がががが指導等指導等指導等指導等を行ったはずです。

興田地区体育協会
事務局ＯＢ
小山耕一さん

(昭和43年から昭和49年まで)

昭和41年に町スポーツ振興審議会において、町教育委員会の諮問

(スポーツ人口の増大、青少年の体育スポーツの振興)に対し、５つ

の答申がまとまり、その中の一つに「「「「家庭家庭家庭家庭バレーボールのバレーボールのバレーボールのバレーボールの普及普及普及普及」」」」が。

これを受け、各地区各地区各地区各地区のののの公民館等公民館等公民館等公民館等がががが講習会等講習会等講習会等講習会等をををを積極的積極的積極的積極的にににに行行行行ったったったった。

９人制と６人制をミックスした８８８８人制人制人制人制((((前衛前衛前衛前衛・・・・後衛後衛後衛後衛４４４４人人人人ずつずつずつずつ))))。年代年代年代年代

別別別別にににに出場枠出場枠出場枠出場枠を設け、多多多多くのくのくのくの年代年代年代年代のののの参加参加参加参加をををを促進促進促進促進。これまでに４回ルー

ルを改正し、集落集落集落集落のののの審判員養成審判員養成審判員養成審判員養成のためののためののためののための審判講習会審判講習会審判講習会審判講習会もももも開催開催開催開催。

大東バレーボール協会
事務局ＯＢ
小崎龍一さん

(平成５年から令和３年まで)

きっかけは「農夫症対策」でしたが、しだいに大東町

のバレーは「「「「人人人人とととと人人人人、、、、集落集落集落集落とととと集落集落集落集落をつなぐをつなぐをつなぐをつなぐ１１１１つのツーつのツーつのツーつのツー

ルルルル」」」」となり、「「「「地域地域地域地域((((集落集落集落集落))))づくりのづくりのづくりのづくりの１１１１つのエンジンつのエンジンつのエンジンつのエンジン」」」」とな

りました。それは昭和から平成にかけての「「「「大東町大東町大東町大東町のまのまのまのま

ちづくりちづくりちづくりちづくり」」」」のののの「「「「大大大大きなきなきなきな柱柱柱柱」」」」でした。

また、ママさんバレーのママさんバレーのママさんバレーのママさんバレーの日日日日はパパがはパパがはパパがはパパが子守子守子守子守をする日。両両両両

親親親親がががが楽楽楽楽しむしむしむしむ様子様子様子様子をををを子子子子どもにどもにどもにどもに見見見見せるせるせるせる機会機会機会機会でもあったので、

当初はパパさんとママさんを別日開催にしていました。

大東町のバレーは、強さよりも地域地域地域地域のコミュニケーのコミュニケーのコミュニケーのコミュニケー

ションションションションやややや健康維持健康維持健康維持健康維持をををを目的目的目的目的にしていましたが、ママさん・

パパさんバレーボールより高みを望んだ人はクラブチー

ムに入って活動していました。多いときで大東町内に４

チームありました。

▲講習会の様子。

割烹着姿の女性も(昭和42年)

バレーボールを中心とした

スポーツ活動で、住民住民住民住民のののの健健健健

康康康康づくりづくりづくりづくり、、、、地域地域地域地域のののの活性化活性化活性化活性化にににに

貢献貢献貢献貢献したことが評価され、

「大東町体育協会(当時の会

長：金康弘氏)」が受賞。

受賞式の様子▶

※３ 松田克治(1979)『近代化農業に要請される体力とその対策』 ※その他の参考文献等は誌面スペースの都合上当センターＨＰにて掲載します。

次号では平成以降の歴史をご紹介します！

摺沢「ことぶきカフェ」
のみなさん(６０～９０代)

実際に参加していたʻ当時のママさん・パパさんʼたちの体験談

がががが、、、、姑姑姑姑のののの口癖口癖口癖口癖。バレーの練習には「「「「茶碗洗茶碗洗茶碗洗茶碗洗っておくからっておくからっておくからっておくから早早早早くいくいくいくい

がいんがいんがいんがいん」」」」と言われた。(60代女性)

・姑もバレーをしていて、手ぬぐいをほっかぶりして練習してい

た。２２２２世代世代世代世代でバレーでバレーでバレーでバレーをしている世帯も結構いた。(70代女性)

・単身赴任をしていたが、大会大会大会大会３３３３日前日前日前日前くらいにはくらいにはくらいにはくらいには地元地元地元地元にににに帰帰帰帰りりりり夜夜夜夜

間練習間練習間練習間練習にににに参加参加参加参加。いつかは地元に帰ると決めていたので、その

ための交流にもつながっていた。(70代男性)

・年齢でチームを見ていると痛い目を見る。腰腰腰腰をををを曲曲曲曲げていてもげていてもげていてもげていても上上上上

手手手手いいいい人人人人がいたがいたがいたがいた。。。。(80代男性)

・嫁いできて初めて出場したのは第３回大会。私私私私のののの集落集落集落集落はははは強強強強いといといといと有名有名有名有名だったので、開会式開会式開会式開会式

でででではユニフォームをはユニフォームをはユニフォームをはユニフォームを隠隠隠隠しししし、、、、試合開始直前試合開始直前試合開始直前試合開始直前にににに上着上着上着上着をををを脱脱脱脱ぐぐぐぐことで、相手に対策を立てられな

いようにしていた。(80代女性)

・隣町から大東に嫁ぎ、学生時代バレー部だったので「「「「おらいのおおらいのおおらいのおおらいのお母母母母さんはバレーさんはバレーさんはバレーさんはバレー部部部部でででで」」」」

①試合後の反省会は特にママ

さんにとっては何よりの楽し

み(昭和48年／渋民地区)

②「大原山口地区班対抗バ

レーボール大会(休耕田牧草

地にて)」の様子(昭和58年)

③子どもをおんぶしたまま

臨む表彰式(昭和62年)

①

チーム力強化や、大会出場者を選抜するため、地区地区地区地区やややや自治会自治会自治会自治会、、、、班対班対班対班対

抗抗抗抗などでなどでなどでなどでメンバーメンバーメンバーメンバー選抜試合選抜試合選抜試合選抜試合が行われることも(下写真②参照)。

③

②


